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伝
統
の
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で
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農業法人 いぶりの里 のみなさん           

美味しくて、安心安全ないぶりがっこを食べて頂く為に、 
自社農園での栽培、人工甘味料、保存料、着色料を 
使用しないで製造しました。 
昔から変わらぬ美味しい、秋田伝統の漬物『いぶりがっこ』を
喜んで食べて頂けるように、今後もブレずに作り続けていきま
す。 

秋田県産白首大根使用 
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＜秋田県産白首大根使用 パリコリいぶりがっこ ＞ 
【分類】：デイリー 
【製造者名】：農業法人 いぶりの里 
【製造地】：秋田県大仙市 
【主な原材料】：だいこん（秋田県）、漬け原材料（砂糖、食塩、米ぬか、からし粉、昆布）      
【内容量】：１５０ｇ                                       /酒精 
【保存方法】：直射日光、高温多湿を避けて保存してください。 
【賞味期限】：１８０日 
【ＪＡＮコード】：４５７３３８１１８２６５９     【ＩＴＦコード】：１４５７３３８１１８２６５６ 

＜「いぶりがっこ」とは？＞ 

秋田県の内陸南部地方に伝わる大根を燻煙乾燥
させてつくる漬物で、秋田の方言で漬物のことを
「がっこ」と呼ぶことから、燻した（いぶり）漬物
（がっこ）を意味する秋田の方言です。 

近年では秋田の郷土食としても知られるようにな
りました。本来「いぶりがっこ」は白首の秋田の地
大根を使用しますが、この大根が、栽培が難しく
希少なことから最近では青首大根を使用したもの
が多くなってきています。（参照：ウィキペディア） 

「古今東北 パリコリいぶりがっこ」は白首大根を
使用した昔ながらのいぶりがっこになります。 
 

〈
製
造
の
こ
だ
わ
り
〉 

 

「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」の
製
造
の
胆
は
、

熟
練
の
技
で
燻
す
燻
製
方
法
で

す
。 

〈
楢
ノ
木
、
桜
の
木
で
燻
し
ま
す
〉

地
場
の
大
仙
市
で
自
社
減
農
薬

栽
培
し
た
新
鮮
な
大
根
を 

７
２
時
間
～
９
６
時
間
を
か
け
て

燻
し
あ
げ
ま
す
。 

(

７
２
～
９
６
時
間
の
燻
し
時
間
の

幅
は
、
大
根
の
太
さ
、
長
さ
等
を

見
極
め
て
丁
寧
に
燻
し
あ
げ
る
、

熟
練
の
技
で
す
。) 

味
付
け
は
、
「
い
ぶ
り
の
里
」
が 

こ
だ
わ
る
、
砂
糖
、
食
塩
、
米
ぬ

か
な
ど
で
漬
け
上
げ
た
、
昔
な
が

ら
の
味
付
で
す
。 

〈
こ
だ
わ
り
の
原
料
〉 

原
料
で
あ
る
秋
田
県
産
大
根
は
、

自
社
農
園
で
あ
る
秋
田
県
大
仙

市
の
「
い
ぶ
り
の
里
」
で
栽
培
、
収

穫
し
た
も
の
を
使
用
し
て
お
り
ま

す
。 

  

＜おすすめの食べ方＞ 
①薄くスライスし、クリームチーズを乗せてオリーブオイ
ルを付けて！ 
②いぶりがっこを刻んで、ポテトサラダと和えて！ 
③いぶりがっこを刻んでクリームチーズと混ぜて！ 
④薄くスライスし、サーモン、チーズに包んで！ 
⑤いぶりがっこと鳥レバーでアヒージョに！ 

＜復興にかける想い＞ 
震災時、日本海側(秋田県)では甚大な被害は起こ

りませんでしたが、震災直後から１週間操業停止
となりました。当時を思い出すと携帯、テレビ、ラジ
オ等で情報が入り、状況が分かるにつれて恐ろし
く思いました。秋田県でも余震もかなり続き不安な
日々を過ごしました事を思い出します。２０１１年３
月に大地震が発生して７年が過ぎますが、現在も
復興途中の地域も有るようです（２０１８年時点）。
東北の復興のお手伝いと東北の名に恥じない様
に、がっこ作りに精進いたしたいと考えています。 
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